
先日 利用者の皆さまにお答えいただいたアンケートの集計結果が出ました！
結果はご覧の通りです！

■調査要領
・調査対象：利用者
・調査方法：アンケート用紙送付
・調査期間：平成31年2月15日～平成31年3月15日
・総回答数：26件／利用者数 42名
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８５％の方が支援に「満足」と答えてい
ました。より満足度が上がるようにスタッ
フ一同支援プログラムをバージョンアップ
していきます。
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８５％の方が発達段階に「満足」と答えてい
ました。個別の場合は，個々のスキルに応じる
ことを設定していますが，小集団は，他者との
社会性という点を重点的に示しています。その
ため，「普通」と答えた方がいらっしゃったの
ではと考えています。

６９％のお子さんが楽しみにしていると答え
ていました。学習効果を上げるためにも，楽し
みは非常に重要だと考えています。もっと『お
もしろい』と感じれるように今後の支援の中に
反映していければと思っています。
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８０％の方が要求ややりとりが増えたとお答
えでした。コミュニケーションは，社会生活を
送る上で重要なスキルです。様々なコミュニ
ケーションスキルを獲得することにより，学び
も深め尚且つ困った行動への予防にもなります。

７６％の方が指示を理解しやすくなったとお
答えだした。コミュニケーションは指示を聞く
と同時に要求を出すことが重要だと考えていま
す。指示を聞け，要求が出せるよう支援を工夫
していきます。
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７２％の方が遊びの種類や友達とのやりとりが
増えたと答えています。発達の凸凹のある子は、
興味の幅が狭く、また人に興味を抱きにくい特徴
があります。幼児期に出来る範囲で興味の幅を広
げるのが大切です。

７２％の方が専門的と答えています。当事業所
は心理学の一種の応用行動分析（ABA）を主とし
て発達支援を行っています。今後も科学的根拠の
ある支援方法を行い、且つ分かりやすいように保
護者に伝えていきます。
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８４％の方が環境を工夫していると答えていま
す。発達に凸凹がある子は、環境を工夫すること
で集中できやすいと言われています。そのため、
可能な範囲で視覚的な教材を用いています。

８４％の方が来所して発達が伸びたとお答えし
ています。幼児期は発達が伸びやすいですが、小
学生移行は緩やかな伸びになります。ですが、子
どもの成長には終わりはありません。継続して一
貫した支援を提供します。
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８５％の方が丁寧に説明があるとお答えしてい
ます。支援計画のみならず、今後発達検査を実施
してより細かい発達の強みと弱みをお答えします。

８８％の方が相談や助言をしてもらえるとお答
えしています。保護者へのお子さんのフィード
バックを伝えながら職員の相談援助のスキルを上
げるよう研修を重ねていきます。
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８８％の方が、子育ての対応をしてもらえてい
るとお答えしています。発達支援は支援者と保護
者が協働した方が伸びやすいと言われています。
今後も子育て方法を伝える仕組みを工夫していき
ます。

７７％の方が、課題の変更をしてもらえると
お答えしています。個別の部分は保護者と協働
しながら調整を行っています。小集団は、可能
な範囲で同じような発達度合い・年齢のお子さ
んのグループを決めていきます。
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皆さま，ご協力ありがとうございました！

８１％の方が、紹介したいとお答えでした。幼
児期から学齢期・思春期・成人期までと生涯を通
して一貫した継続的な支援が出来るように努めて
いきます。


